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待
望
の
割
温
水
ブ
i
ル
完
成

か
ね
て
か
ら
市
民
の
み
な
さ
ん
が
待

望
し
て
い
ま
し
た
総
合
体
育
館
室
内
温

水
プ
ー
ル
の
建
設
工
事
が
完
成
い
た
し

ま
し
た
。

市
で
は
健
康
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
ざ
し
、
さ
き
に
「
健
康
都
市
宣
言
」

を
行
い
、
市
民
ひ
と
り

一
ス
ポ
ー
ツ
を

目
標
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
ス
ポ
l

ツ
活
動
を
日
常
生
活
の
な
か
に
と
り
入

れ
、
健
康
と
体
力
の
増
進
を
は
か
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
積
極
的
に
社
会
体
育

施
設
の
整
備
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。こ
の
た
び
し
ゅ
ん
工
し
た
室
内
温
水

プ
l
ル
は
、
総
合
体
育
館
建
設
計
画
の

第
二
期
工
事
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た

中体育室

司直線室

ボイラ-:J[

温水プール一階平面図

幼児
(徒歩)プール

25 mプール

も
の
で
、
冬
期
間
の
運
動
不
足
を
解
消

し
、
市
民
に
年
間
を
通
じ
て
水
泳
が
で

き
る
体
育
施
設
を
、
園
、
県
に
働
き
か

け
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
認
承
さ
れ

着
工
し
た
も
の
で
、
こ
こ
に
県
下
で
最

も
設
備
の
充
実
し
た
室
内
温
水
プ
l
ル

が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
健

康
と
体
力
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
場
と
し
て
大
い
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

マ
建
物
の
あ
ら
ま
し

0
総
事
業
費
三
億
二
千
二
百
六
十
七

万
円

。
建
物
の
概
要

構
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

屋
根
部
鉄
骨
造
(
一
部
ガ
ラ

ス
張
り
)

床
面
積
一
二
五
一
、
三
肘
(
一
階

一
八
六
六
、
二
川
二
階
二

八
五
、
一
ぽ
)

O
プ
ー
ル
概
要
(
ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
|

ル
製
)

プ
l
ル
面
積
側
凶

お
m
プ
ー
ル
(
水
深
川

m
l
川
m
)

(
7
コ
l
ス
)
お

m
×
日

m
H
m
肘

幼
児
プ

i
ル
(
水
深
川

m
i
M
m
)

日

m
×
日

m
u
m
-町

ウ
オ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ト
(
ス
テ
ン
レ

ス
ス
チ
ー
ル
製
)
2
基

巾

M
m

長
さ
4
m
、
高
さ
2

m
 

水
温
及
室
温
(
平
均
)

プ
l
ル
水
温
幻
℃

プ
ー
ル
サ
イ
ド
お
℃

お
m
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
な
ぎ
さ
式

(2) 

で
、
身
障
者
の
皆
さ
ん
が
容
易
に
利
用

で
き
る
よ
う
考
慮
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
片
面
に
ピ
ッ
ト
を
設
け
、
の

ぞ
き
窓
を
三
ヵ
所
つ
く
り
、
泳
法
指
導

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

幼
児
プ
ー
ル
に
は
、
チ
ビ
ッ
コ
の
皆

さ
ん
の
た
め
す
べ
り
台
(
ウ
オ
ー
タ
ー

シ
ュ
ー
ト
)
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

O
設
備
の
概
要

プ
l
ル
室
の
上
部
に
設
け
た
ガ
ラ
ス

張
り
屋
根
部
分
か
ら
の
太
陽
熱
を
利
用

し
ま
す
。
こ
の
た
め
四
月
1
十
月
ま
で
は
、
プ

ー
ル
水
温
の
維
持
、

室
内
暖
房
の
燃
料

は
ほ
と
ん
ど
必
要
が
な
く
、
気
候
の
激

変
、
雨
季
等
に
も
最
小
限
の
熱
源
使
用

で
済
む
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
階
事
務
室
に
は
指
導
員
室

及
び
受
付
を
設
け
両
プ
ー
ル
の
同
時
監

視
が
可
能
な
ほ
か
、
二
階
に
は
総
ガ
ラ

ス
張
り
の
談
話
室
(
会
議
室
)
を
設
け

ま
た
、
プ
ー
ル
周
辺
上
部
に
監
視
歩
廊

を
設
け
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
安
全
に

つ
い
て
万
全
を
期
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
五
月
五
日
、
六
日
の
両
日
を

無
料
開
放
い
た
し
ま
ず
か
ら
大
い
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
(
開
放
時
間
午
前

十
時
1
午
後
五
時
)

O
使
用
料
金
(
二
時
間
以
内
)

小
、
中
学
生
百
円

一
般
二
百
円

※
入
場
券
は
自
動
販
売
機
で
発
売

し
ま
す
。
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グ
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
4

の
建
設
工
事
は
じ
ま
る

か
ね
て
か
ら
当
地
方
の
子
弟
が
遠
く

東
京
や
関
西
の
大
学
へ
進
学
し
て
い
る

の
を
み
る
に
つ
け
、
な
ん
と
か
立
派
な

大
学
が
当
市
に
き
て
も
ら
え
な
い
も
の

か
と
お
願
い
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
前

1
t
d
n
J
4
 

J
コ

-wm
一

%〈
-1~

h
F
起
工
式
(
四
月
二
十
三
日
)

田
理
事
長
さ
ん
初
め
各
理
事
の
先
生
方

の
ご
理
解
に
よ
り
ま
し
て
、
明
春
四
月

開
校
す
る
運
び
に
な
り
、
去
る
四
月
二

十
三
日
市
内
天
神
野
新
の
建
設
現
場
で

地
鎮
祭
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

マ
敷
地
及
び
建
物
の
概
要

O
敷

地

約

五

O
、
O
O
O
M

0
建
物
延
面
積
六
、
五
六
八
凶
六
七

本

館

棟

鉄

筋

三
、

一八

O
M
一
八
二

レ
ッ
ス
ン
棟
鉄
筋

二
、
三
七
七
凶
五
一
四

食

堂

棟

鉄

筋
六
一
九
凶
八
五

O

そ

の

他

鉄

骨
一
O
九
凶
九
八
五

着
工
五
十
四
年
四
月
二
士
ニ
日

五
十
五
年
二
月
末
日

関
口
組
・
千
田
建
設
共
同
企
業
体

内訳

0
工
期

O
完
成

。
業
者

4
司
完
成
予
想
模
型

e O)~~ld: pg'*"・
待望の室内温水ブール完成…・・・2

洗足学園建設工事はじまる…… 3

市政パス教室-…H ・H ・-…・……… 4

戸メリ力シロヒトリの防除…… 5

春の全国交通安全運動....・ H ・-… 6

今年は国際児童年です・……・・… 7

みんなのだいいく・..........・・・・8-9

みんなの年金・....................・・・10

あなだと図書館・....................11

保健だより・・..........・・・・・・・・・12-13

あしらせ.....................・・・14-15

ふるさとの文化財(26)...............16 

表紙 ・こいのぼり

村
木
公
民
館
落
成
グ

昨
年
十
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
て
い

た
村
木
公
民
館
が
完
成
し
て
、
四
月
二

十
七
日
に
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。

同
公
民
館
は
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

の
裏
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
四
階
建
て
で
延
六
九
八

.
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
近
代
的
な
設
備

を
備
え
た
立
派
な
も
の
で
す
。

総
工
費
八
千
九
百
二
十
九
万
円
を
要

し
、
談
話
室
、
図
書
室
、
実
習
室
、
育

児
室
、
研
究
室
、
会
議
室
、
大
ホ
ー
ル

な
ど
が
あ
っ
て
、
今
後
の
地
区
住
民
の

自
治
参
加
の
場
と
し
て
大
い
に
活
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

... 

‘E 

?
u
j毒
i
i
t
i
z
;
5
3
3
1
5
3
3，F
i
長
J
M

uv y
 '
 

加積保育園らいちょう組

担任保母稲盛美和子

青空高〈舞いおよぐこいのほ、り

を見て「こどもの日」について話

し合い、作ってみようとする気持 S

ちの盛り上がりにより製作にとり

かかりました。白い紙に向ってク

レパスを思いきり走らせる子、う

ろこをひとつひとつ丁寧にぬり分

ける子、それぞれ工夫をこらして

作りあげます。出来上がったのを

友だちと見せ合いながら自慢して

いました。「グランドに出ておよカf

せましょうりと誘うが早いか一斉

に部屋をとびだしていきます。

「階段には気をつけて」の声も歓

声に消されてしまいます。外では

「わーい、およいだ.ぞIわたしの
かぎぐるま、まわらんぜIはしっ
たらまわるカ斗こ」などいろいろな

ことばが交きれ色とりどりのこい

のぼりがグランド狭しとおよぎま

わります。こいのぼりのようにた

くましく伸び伸び、と元気に成長し

て欲しいという願いでいっぱいで

す。

-
3リ
z
e
r
z
y
b
電
路
器
揖

F，s
r
J
h部
門

勾

zasee

(3) 

J
N

苦
手
主
主
臨
南
段
差
F
A長
時
措
肝
拘

F
S器
E
a
g
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が
変
わ
り
ま
し
た
:
:
・

額

五
十
四
年
度
地
方
税
法

は
加

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
軽

1
f
自
動
車
税
は
別
表
の
と
お

の

り
に
な
り
ま
す
。

凶
~
1
舟
1車

h
H
M
 

手堕白軽

な
お
、
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
が
、

五
月
三
十
一
日
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

単
位

一
円

一 車 動特株白 亙小型び 軽動車自 転車白 動横原付

輪 種
グ〉

四輪 一
輪

農耕主
一

型 貨物乗用 輪 ( ー 九
五0 自 五。の 五 。

動 自営自営

特小型蜂

c.c c.c c.c 511] 

車 家業家業 c下ιc i 下以 下以 下以

用用用用

改

ーノ、 五 四一
正

n、- ー/"、ー・ 九
五0 0 
八

五四 五。四
一
七0 0 年税額五O 五O 。。 。。五O 。。。。。 。。

現

一五 五 一一 一
~T 

九 九 一ーノム、ー
0 0 0 
九 三

0 0 0 
ーノ&、ー

年税額。。。。。。。。。。。。 0 0 0 0 。。 五0 

自
動
車
事
故
で
国
民
健
康
保
険

証
を
使
う
と
き
は
届
出
を
グ

自
動
車
事
故
で
、
け
が
を
し
た
場
合

は
ま
ず
病
院
へ
、
次
は
市
町
村
の
国
民

健
康
保
険
を
使
い
た
い
と
い
う
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
届
」
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

被
保
険
者
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け

た
と
き
は
、
保
険
者

(市
)
で
医
療
費

を
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
加

害
者
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
、
保
険
者

(市
)
が
代
っ
て
行
う
の

で
す
。
し
た
が
っ
て
そ
の
立
替
え
て
支

払
っ
た
損
害
金
の
請
求
の
権
利
は
、
保

険
者

(市
)
が
被
害
者
に
代
っ
て
取
得

離
職
し
た
労
働
者
に
対
し
て
、
生

活
資
金
を
貸
付
、
そ
の
生
活
の
安
定

と
求
職
活
動
に
専
念
す
る
機
会
の
確

保
に
寄
与
す
る
た
め

「富
山
県
離
職

者
生
活
安
定
資
金
貸
付
制
度
」
が
こ

の
ほ
ど
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
制
度
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と

お
り
で
す
。

マ
貸
付
対
象
者

①
世
帯
の
生
活
を
維
持
し
て
い
る
人

マ
貸
付
額

1
一
人
三
十
万
円
以
内

マ
貸
付
期
間

1
三
年
以
内
(
う
ち
据

置
六
カ
月
)

マ
貸
付
利
率

l
年
三
パ
ー
セ
ン
ト
以

内
マ
償
還

1
月
肱
償
還

マ
保
証
人
及
び
担
保

l
原
則
と
し
て

無
担
保
、
確
実
な
連
帯
保
証
人

一

人
以
上
必
要
と
す
る
。

マ
信
用
保
証

1
す
べ
て
富
山
県
勤
労

県
離
職
者
生
活
安
定
資
金

②
労
働
の
意
思
及
び
能
力
を
有
し
、

現
に
求
職
活
動
を
行
っ
て
い
る
人

③
原
則
と
し
て
雇
用
保
険
法
に
よ
る

一
般
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
同
法

の
求
職
者
給
付
の
支
給
が
終
了
し

た
あ
と
六
カ
月
以
内
に
資
金
の
借

入
申
込
み
を
し
た
人
。
た
だ
し
、
緊

急
を
要
す
る
資
金
に
あ
っ
て
は
、

求
職
者
給
付
を
受
給
中
の
人
で
あ

っ
て
も
貸
付
対
象
と
す
る
。

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
故
の
場
合
、
届
出
は
い
そ
い
で
出

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
治
療
が

き
ん
急
を
必
要
と
す
る
の
で
、
被
害
者

が
収
容
さ
れ
た
病
院
で
治
療
し
て
く
だ

さ
い
。
保
険
者
(
市
)
に
は
書
面
、
口

頭
、
電
話
な
ど
で
、
そ
の
こ
と
を
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
(
被
害
者
が
手
続
き

不
可
能
な
と
き
は
代
行
し
て
も
ら
う
)

合
届
出
前
に
示
談
し
な
い
こ
と
。

示
談
と
は
裁
判
に
よ
ら
な
い
で
、
当

者
信
用
基
金
協
会
の
保
証
を
必
要

と
し
保
証
料
は
年
0
・
七
三
軒
以

内
マ
申
込
み

1
借
入
希
望
者
は
、
借
入

申
込
書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
富

山
県
労
働
金
庫
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
労
働
金
庫
魚

津
支
庖
、
ま
た
は
市
役
所
商
工
観
光

課
へ
お
問
い
会
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
者
の
問
で
話
合
っ
て
解
決
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
被
害
者
は
被
保
険
者
証

を
使
っ
た
場
合
、
勝
手
な
意
志
で
示
談

を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
被
害
者
が
保

険
者

(市
)
に
相
談
な
く
勝
手
に
示
談

す
る
と

(加
害
者
に
医
療
費
を
免
除
し

た
り
、
不
利
な
示
談
を
結
ん
だ
場
合
)

保
険
者
で
は
被
害
者
に
支
給
し
た
費
用

の
賠
償
を
、
加
害
者
か
ら
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

(4) 

市
政
パ
ス
教
室

申
込
み
は

5
月
引
日

マ
見
学
コ

l
ス

一
般
コ

l
ス

市
役
所
↓
消
防
署
↓

百
楽
荘
↓
総
合
体
育
館
↓
魚
津
果
樹
分

場
↓
経
団
漁
港
↓
歴
史
民
俗
資
料
館
↓

天
神
山
城
跡
(
畳
食
)
↓
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
↓
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
↓
角
川

ダ
ム
↓
水
族
館
↓
埋
没
林
自
然
博
物
館

↓
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
↓
市
役
所

(座

談
会
)
解
散

歴
史
文
化
財
A
コ
l
ス
(
小
学
校
5
・

6
年
中
学
生
対
象
)
市
役
所
↓
埋
没
林

自
然
博
物
館
↓
水
族
館
万
灯
台
↓
蔦
葉

歌
碑
↓
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
↓
富
山
職

業
訓
練
短
期
大
学
校
↓
早
月
上
野
遺
跡

↓
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
↓
虎
谷
金
鉱
↓

虎
谷
部
落
(
畳
食
)
↓
角
川
ダ
ム
↓
石
の

門
↓
室
田
の
三
信
徒
の
碑
↓
稗
畠
の
焦

柿
↓
坪
野
の
つ
な
ぎ
が
や
↓
石
垣
遺
跡

↓
東
化
工
片
員
川
発
電
所
↓
合
口
用
水

円
筒
分
水
器
↓
上
水
道
横
枕
滅
菌
室

τ

高
円
堂
用
水
路
↓
歴
史
民
俗
資
料
館
↓

天
神
山
城
跡
(
反
省
会
)
↓
市
役
所
(

解
散
)
歴
史
文
化
財
B
コ
l
ス

(
小
学
校
1

1
4
年
対
象
親
子
責
任
者
同
伴
)
市
役

所
↓
大
徳
寺
↓
経
由
漁
港
↓
小
川
寺
↓

歴
史
民
俗
資
料
館
↓
天
神
山
城
跡
(
畳

食
)
↓
高
円
堂
用
水
路
↓
上
水
道
横
枕

滅
菌
室

τ合
口
用
水
円
筒
分
水
器
↓
石

垣
遺
跡
↓
大
音
主
馬
の
墓
↓
総
合
体
育

館
↓
魚
津
果
樹
分
場
↓
消
防
署
↓
水
族

次
頁
へ
続
〈
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内
職
者
の
み
な
さ
ん

ご
存
じ
で
す
か

ー
引
日
か
ら
家
内
労
働
旬
間
|

労
働
省
で
は
、
家
内
労
働
者
(
内
職

を
し
て
い
る
人
)
の
労
働
条
件
の
向
上

を
は
か
る
た
め
、
法
律
の
内
容
を
委
託

者
(
仕
事
を
出
し
て
い
る
人
)
や
家
内

労
働
者
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
双
方
が
そ
の
内
容
を
正
し
く

守
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
目
的
で
、

毎
年
五
月
二
十
一
日
か
ら
五
月
三
十
一

日
ま
で
家
内
労
働
句
聞
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
マ
内
職
を
し
て
い
る
人
(
家
内
労
働
者

)
は
家
内
労
働
手
帳
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
か
。

手
帳
は
、
工
賃
の
支
払
方
法
や
納
品

の
取
扱
い
等
の
条
件
を
明
ら
か
に
し
、

内
職
の
数
量
、
単
価
及
び
受
払
い
を

記
入
す
る
も
の
で
す
。

マ
工
賃
は
現
金
で
そ
の
金
額
を
一
カ
月

以
内
に
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

マ
仕
事
に
よ
る
災
害
を
防
止
し
ま
し
ょ

、っ
。
プ
レ
ス
機
械
、
研
削
盤
な
ど
の
危
険

の
多
い
機
械
を
使
う
と
き
は
、
安
全

装
置
が
取
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

物
を
は
り
合
わ
せ
る
ノ
リ
の
中
に
は

有
機
溶
剤
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
が

あ
る
か
ら
中
毒
に
か
か
ら
な
い
よ
う

換
気
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

家
内
労
働
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

富
山
労
働
基
準
局
(
合
富
山
辺
|
2
7

2
7
)
ま
た
は
魚
津
労
働
基
準
監
督
署

(
辺
|
0
4
3
2
)
へ

、
ど
ん
な
こ
と

で
も
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「
防
除
は
み
ん
な
で
」

グ
緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を

退
治
し
て
美
し
い
自
然
を
守
ろ
う
グ

緑
を
く
い
荒
す
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
の
発
生
す
る
時
期
と
な
り
ま
す
。

今
年
も
又
緑
の
大
敵
を
撲
滅
し
ま
し
ょ

う
。
防
除
は
と
な
り
近
所
が
共
同
し
て

行
う
と
大
変
効
果
が
あ
り
ま
す
。
あ
な

た
の
家
の
周
辺
の
樹
木
に
幼
虫
が
発
生

し
て
い
な
い
か
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

発
生
し
て
い
た
ら
次
に
よ
り
防
除
し
ま

し
ょ
う
。

マ
巣
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
切
り
取
っ
て
、

葉
の
う
ら
や
、
く
も
の
巣
状
の
中
に
い

る
幼
虫
を
一
ぴ
き
残
ら
ず
踏
み
つ
ぶ
す

か
、
焼
き
捨
て
る
。

⑧
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
年
二
回

発
生
し
て
、
一
期
に
一
ぴ
き
二
千
個

の
卵
を
四
、
五
十
カ
所
に
分
散
し
て

つ
け
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
翌
年
へ
は

「
サ
ナ
ギ
」
の
ま
ま
越
冬
し
、
五
月
の

上
、
中
旬
に
羽
化
し
て
幼
虫
と
な
り
、

か
き
、
さ
く
ら
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
に
大

き
な
被
害
を
与
え
ま
す
。

マ
「
け
む
し
」
が
樹
木
全
体
に
ひ
ろ
が
っ

た
ら
、
薬
剤
散
布
で
防
除
し
ま
す
。

防
除
時
期
は
、

一
回
目
が
六
月
上
旬
1
七
月
上
旬

一
一
回
目
が
八
月
上
旬
i
九
月
下
旬

防
除
方
法
は
、
噴
霧
機
で
け
む
し
に
か

け
る
。

。
小
さ
い
け
む
し
に
は
、

D
E
P
剤
千

五
百
倍
液

(
D
E
P
剤
百

ω
に
水
百
五

十
リ
ッ
ト
ル
)

。
大
き
い
け
む
し
に
は
、
D
E
P
剤
千

倍
液

(D
E
P
剤
百
∞
に
水
百
リ
ッ
ト

ル
)
薬
剤
は
、
市
で
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

又
、
防
除
機
械
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て

い
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
市
、
農
政
課
(
宮
内
線
2
8

5
)
へ
ど
う
ぞ
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除

外
申
請
を
受
付
し
ま
す

市
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
を
つ
く
っ
て
、
生
産

基
盤
の
確
保
等
農
業
の
健
全
な
発
展
を

図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
農
家
の
方
々
で
、

や
む
を
得
ず
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
点
に
注
意

し
て
申
請
さ
れ
る
様
お
願
い
し
ま
す
。

一、
農
地
転
用
基
準
に
合
致
し
て
い
る

こ
と
。

ニ、
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
集
団
性

が
保
た
れ
る
こ
と
。

=一、
土
地
改
良
事
業
(
国
の
直
轄
又
は

補
助
の
も
の
)
等
に
よ
っ
て
、
土

地
基
盤
整
備
事
業
を
計
画
中
、
も

し
く
は
実
施
中
、
又
は
完
了
し
た

農
地
で
な
い
こ
と
。

な
お
、
農
用
地
か
ら
の
除
外
地
で
な
い

盆示

ん い

でな 芽を

dたvまし〈〈 f4そう1 申

と
農
地
の
転
用
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
申
請
さ
れ
る
と
き
は
、
事
情
を
き

き
た
い
の
で
、
原
則
と
し
て
、
本
人
ご

持
参
の
う
え
、
次
に
よ
り
提
出
さ
れ
る

様
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間
五
月
十
日

i
六
月
十
日

受
付
場
所
市
農
政
課

添
付
書
類

一、申
請
地
の
土
地
謄
本

ニ、
土
地
改
良
区
の
同
意
書

=一、申
請
地
の
付
近
見
取
図

同
建
物
又
は
工
作
物
の
配
置
計
画
図

五、
公
図

(地
引
図
)

詳
し
い
こ
と
は
市
農
政
課

(線
2
8
3

番
)
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
青
年
海
外
協
力
隊
」
の
募
集

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
で
は
、
五

十
四
年
度
春
の
隊
員
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
一、資

二
十
歳
か
ら
三
十
五
歳
ま

で
の
青
年
男
女
で
、
中
堅

程
度
の
技
術
技
能
を
有
す

る
も
の
。

ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ

・
中

近
東

・
中
南
米

・
南
太
平

洋
の
開
発
途
上
の
国
々
。

一、
派
遣
期
間
二
年
間

一、
願
書
締
め
切
り
五
月
三
十
一
日

一、
応
募
説
明
会
五
月
二
十
日
日

県
民
会
館
七

O
一
号

室
午
後
一
時
か
ら

富
山
県
総
務
部
総
務

課
外
事
係
告
白
1

4

1
1
1
内
線
3
3
5

格

派
遣
先

問
い
合
せ
先

館
万
灯
台
↓
埋
没
林
自
然
博
物
館
↓
市

役
所
(
反
省
会
)
解
散

⑧
コ
!
ス
は
天
候
や
参
加
者
の
年
齢
な

ど
に
よ
っ
て
多
少
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

マ
実
施
日

一
般
コ
ー
ス

5
月
お
日
幽
・

6
月

辺
日
幽

・
9
月
7
日
幽

・
叩
月
5
日
働

お
人
乗
り
四
回

文
化
財
A
コ
l
ス
7
月
幻
日
倒

・

お
人
乗
り
一
回

文
化
財
B
コ
l
ス
8
月
口
日
働

-

m人
乗
り
一
回

マ
申
込
み
方
法

個
人
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
は
が
き

に
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業
・

電
話

番
号
・
希
望
コ
ー
ス
と
月
日
等
を
記
入

の
う
え
申
込
む
。

団
体
参
加
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の

住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業

・
電
話
番

号

・
参
加
団
体
名
な
ど
を
書
い
た
名
簿

を
提
出
し
て
申
込
む
。

マ
申
込
み
先
干
9
3
7

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
印
番
1
号

魚
津
市
企
画
広
報
室
宮
内
線
2
3
8

マ
申
込
み
締
切
り

6
月
実
施
ま
で
は
、

5
月
幻
日
開

7
月
i
m
月
実
施
ま
で
は
、
7
月
比

日
仕

マ
参
加
費
な
ど

参
加
費
は
無
料
と
し
ま
す
が
、
畳
食

お
茶
な
ど
は
各
自
持
参
す
る
こ
と
。

そ
の
他
エ
ン
ピ
ツ
等
筆
記
用
具
を
持
参

す
る
こ
と
。

申
込
み
の
多
い
場
合
は
、
回
数
を
増

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

(5) 
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グ
弱
者
d

を
突
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
グ

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

V
運
動
の
目
的

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
人
に
交
通

安
全
思
想
を
普
及
徹
底
し
、
正
し
い

交
通
ル

l
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る

こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す。
V
ス
ロ
ー
ガ
ン

子
供
と
老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ

、つ。
V
運
動
の
重
点

一、
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
、
特

に
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

ニ、
自
動
二
輪
車
及
び
原
動
機
付
自
転

車
の
交
通
事
故
防
止

=一、
安
全
運
転
の
確
保
と
シ
1
ト
ベ
ル

ト
着
用
の
推
進

。
歩
行
者

・
自
転
車
利
用
者
の
皆
さ
ん

へ0
・
歩
く
時
は
、
必
ず
歩
道
や
路
側
帯
を

通
行
し
ま
し
ょ
う
。

路
側
帯
の
な
い
と
こ
ろ
は
道
路
の
右

側
を
通
り
ま
し
ょ
う
。

-
道
路
の
横
断
は
、
信
号
機
の
あ
る
交

差
点
や
横
断
歩
道
を
利
用
し
ま
し
ょ

、っ。
-
交
差
点
で
の
飛
び
出
し
、
急
な
右
折

は
事
故
の
も
と
で
す
か
ら
、
必
ず
安

全
を
確
か
め
て
か
ら
通
行
し
ま
し
ょ

、っ。

5
月
日
日

j
m日
ま
で
叩
日
間

-
交
差
点
で
の
飛
び
出
し
、
急
な
右
折

は
事
故
の
も
と
で
す
か
ら
、
必
ず
安

全
を
確
か
め
て
か
ら
通
行
し
ま
し
ょ

、っ。
-
夜
の
外
出
は
、
な
る
べ
く
明
る
い
衣

服
を
着
用
す
る
か
、
反
射
ス
テ
ッ
カ

ー
を
活
用
す
る
な
ど
、
自
動
車
の
運

転
者
か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ、っ。

。
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ

・
子
供
や
老
人
ま
た
は
自
転
車
乗
り
は

と
き
ど
き
予
想
外
の
行
動
に
出
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

あ
ぶ
な
い
と
感
じ
た
と
き
は
、
一
時

停
止
す
る
か
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

-
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
道
路
の
状
況
に
応

じ
て
定
め
ら
れ
た
速
度
を
守
り
ま
し

ょ、っ。

-
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
命
づ
な
で
す
。

車
に
乗
っ
た
時
は
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
す
る
「
ク
セ
」
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

-
飲
酒
運
転
三
な
い
運
動
を
推
進
し
ま

し
ょ
、
っ
。

女
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

-R車を
運
転
す
る
時
は
酒
を
飲
ま
な
い
。

*
車
を
運
転
す
る
時
は
酒
を
飲
ま
せ

な
し
。

。
運
動
期
間
中
の
行
事

五
月
十
二
日
出
i
午
後
一
時
三
十
分

場
所
市
民
会
館

一、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
市
民
大
会

1
各
組
織
団
体
並
び
に
事
業
所
参
加

2
安
全
運
動
実
施
要
綱
の
説
明

3
決
議
文
の
採
択

4
童
少
年
由
の
紹
介
と
誓
い
の
言
葉

5
工
業
高
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏

二、
市
内
パ
レ
ー
ド

県
警
の
白
バ
イ
を
先
頭
に
、
こ
の
た

び
結
成
さ
れ
た
大
町
小
学
校
交
通
少

年
団
約
三
十
五
名
の
市
内
パ
レ
ー
ド

を
、
魚
津
工
業
高
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
と
と
も
に
行
進
す
る
も
の
で
す
0

・
コ
ー
ス

市
民
会
館
1
中
央
通
り
i
銀
座
通
り

1
新
宿
1
市
民
会
館

市
民
会
館
に
も
ど
る
も
の
。

=一、
五
月
二
十
日
制

一
日
警
察
署
長
:
・民
間
の
方
で
一
日

署
長
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
市
内
の

交
通
状
況
を
視
察
す
る
も
の
で
す
。

「
憲
法
記
念
日
」
週
間
行
事

マ
講
演
会
等
へ
の
講
師
派
遣

講
演
会
開
催
に
つ
い
て
講
師
を
派
遣

し
ま
す
。
1
期

五
月
一
日

ωか
ら
七

日
間
ま
で
。

た
だ
し
、
右
期
間
内

に
講
演
会
開
催
が
困

難
な
場
合
は
、
五
月

末
日
ま
で
A
又
付
ま
す
。

裁
判
官
、
検
察
官
、

弁
護
士
、
そ
の
他
関

係
官
庁
職
員

依
頼
者
と
協
議
の
上
、

決
定
し
ま
す
。

無
料
富
山
家
庭
裁
判
所
事

務
局
総
務
課
富
山

市
西
田
地
方
町
二

ー

九
l

一
宮
(
0
7
6
4
)

幻

1
6
1
3
1
内

マ
庁
舎
の
見
学
及
び
裁
判
傍
聴

右
の
外
、
平
日
に
は
裁
判
所
、
検
察

庁
、
法
務
局
の
庁
舎
の
見
学
や
裁
判

の
傍
聴
が
で
き
ま
す
。

マ
申
込
先
、
関
係
官
庁
の
玄
関
受
付

た
だ
し
、
人
数
が
多
い
と
き
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
電
話
又
は
文
書
で
富
山

家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
(
宮
0

7
6
4
|
幻
|
6
1
3
1
附
)
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

間

2 
講

師

3
テ
1

マ

4
費

用

5
申
込
先

市
民
交
通
傷
害
保
険

受
付
中

市
で
は
、
い
つ
で
も
加
入
で
き

る
市
民
交
通
傷
害
保
険
を
受
付
け

し
て
い
ま
す
。
掛
け
金
は
一
人
年

額
四
八

O
円
で
、
二
口
ま
で
加
入

で
き
ま
す
。
支
払
額
は
一
口
に
つ

き
最
高
八

O
万
円
で
す
。

万
一
の
事
故
に
そ
な
え
家
族
ぐ

る
み
で
の
ご
加
入
を
お
勧
め
し
ま

す。
受
付
は
、
市
生
活
環
境
課
で
行

っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
交
通
事
故

相
談
所
の
開
設

市
民
会
館
で
交
通
事
故
相
談
所

が
聞
か
れ
ま
す
。
こ
の
相
談
は
気

軽
に
話
も
で
き
、
日
ご
ろ
皆
さ
ん

方
が
交
通
事
故
に
つ
い
て
悩
ん
で

い
る
こ
と
や
未
解
決
の
こ
と
が
あ

れ
ば
、
こ
の
際
ご
相
談
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
な
お
、
相

談
し
た
い
方
が
お
い
で
に
な
れ
ば

事
前
に
交
通
セ
ン
タ
ー
へ
申
込
み

く
だ
さ
い
。

-
相
談
日

六
月
六
日

i
一
時
三
十
分
よ
り

四
時
三
十
分
ま
で
。

七
月
四
日

i
一
時
三
十
分
よ
り

四
時
三
十
分
ま
で
。

-
場
所
魚
津
市
交
通
セ
ン
タ
ー

宮
②
l
1
2
9
9

(6) 
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合年は国際児童年です
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
|

。
わ
が
子
へ
の

愛
を
世
界
の

ど
の
子
に
も
々

国
連
で
「
児
童
権
利
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
、

今
年
で
ち
ょ
う
ど
二
十
年

目
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
記

念
し
て
、
今
年
を
「
国
際

児
童
年
」
と
す
る
こ
と
に

決
め
た
も
の
で
す
。

砂
子
ど
も
は
民
族
の
宝
。
と
い
う
考

え
方
に
た
っ
て
、
国
際
児
童
年
を
機
に

児
童
問
題
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
、

い
ま
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
生
活
環

大
人
と
子
供
の
な
ご
や
か
な
関
係
を

一
象
徴
す
る
よ
う
に
、
国
際
連
合
に
ゆ
か
一

一
り
の
深
い
月
桂
樹
の
環
の
中
で
大
小
二
一

一
つ
の
人
間
象
が
抱
き
合
っ
て
い
る
様
を
一

一
描
い
た
も
の
で
す
。

境
は
こ
れ
で
い
い
の
か
、
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
関
心
を
高
め
て
い
こ
う
と
い
う
年
な

の
で
す
。
と
く
に
、
中
心
機
関
で
あ
る
ユ
ニ
セ

フ
(
国
連
児
童
基
金
)
で
は
、
開
発
途

上
国
の
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
問

題
の
解
決
に
重
点
を
置
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
も
こ
の
趣
旨
に
そ

っ
て
年
間
を
通
じ
て
児
童
問
題

に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
る
た

め
の
種
々
の
記
念
行
事
が
催
さ

れ
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
来
る
五

月
六
日
「
全
国
縦
断
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
魚

津
市
を
訪
れ
街
頭
宣
伝
活
動
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

市
で
は
記
念
事
業
と
し
て
「
キ

ャ
ン
プ
場
」
の
建
設
を
計
画
し

市
内
の
各
種
団
体
で
は
、
母
子

世
帯
、
母
と
子
の
野
外
練
成
会
、

母
子
運
動
会
、
老
人
と
子
ど
も

の
集
い
、
キ
ャ
ン
プ
大
会
、
な

市の機構と人事異動

市では4月1日付で次のような

機構改革と人事異動を行いました o

b市の機構

建設部都市計画課に公園係と水

道局に水道課を又新水族館建設を

促進するため建設事務局が設置さ

れました。

t>人事異動

新

(部 ・次長級)

総務部長沢本 章

(民生経済部長)

民生経済部長増沢米弘

(教育委員会次長)

企画広報室長石川精二

(総務課長)

水道局次長浜田 茂

(企画広報室長)

教育委員会次長菅原 隆

(生活環境課長)

議会事務局長海野久義

(議会事務局長)

浦辺忠義

(財政課長)

山岡信義

(市民課長)

長沢崎 寛

(行政委事務局長)

生活環境課長辻 由一

(生活環境課交通公害係長)

行政委員会事務局長 宮坂 正

(総務課行政係長)

長高橋 修

(水道局庶務係長)

長横江幸雄

(消防署長代理)

水族館建設事務局局長 経沢藤一郎

名(旧)氏

(課長級)

総務課長

長課政Rオ

ど
の
行
事
を
計
画
し
た
ほ
か
、
教
育
委

員
会
で
は
、
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
同

時
交
流
会
、
少
年
教
室
、
温
水
プ
ー
ル
、

水
族
館
の
一
日
開
放
等
を
予
定
し
て
い

ま
す
。乳

幼
児
学
級
開
設
案
内

次
の
要
領
で
標
記
学
級
を
開
設
し
ま

す
の
で
参
加
希
望
者
は
住
所
・
氏
名
を

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

ー
期
間
五
十
四
年
六
月
i
五
十
五

年
三
月
ま
で
毎
月
一
回
実
施
・:
日

時
表
は
後
程
参
加
者
に
通
知
し
ま
丈

2
実
施
場
所
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー

3
学
習
の
要
領

学
習
内
容
と
し
て
、
幼
児
の
か
ら
だ

と
運
動
、
知
能
や
こ
と
ば
、
性
格
行
動

の
発
達
、
生
活
習
慣
、
し
つ
け
指
導
等

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
進
め
、
ま
と
め

ま
と
め
に
応
じ
て
専
門
講
師
の
指
導
を

う
け
る
。
魚
津
市
教
育
委
員
会

課

課

署

民

道

防

市

水

;肖

商
業
統
計
調
査
に

つ
い
て
の
お
願
い

通
産
省
で
は
、
六
月
一
日
現
在

で
商
業
統
計
調
査
房
美
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
全
国
の
商
庖
を
も
れ

な
く
調
査
し
て
、
商
庖
数
、
従
業

者
数
、
商
品
販
売
額
、
商
品
手
持

額
な
ど
を
正
確
に
は
握
し
、
国
や

県
・
市
が
い
ろ
い
ろ
な
計
画
を
た

て
る
う
え
で
の
資
料
を
提
供
す
る

な
ど
の
重
要
な
役
割
を
も
っ
て
い

ま
す
。
調
査
員
が
各
商
店
に
お
伺

い
し
た
際
は
、
調
査
表
の
記
入
提

出
に
つ
い
て
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
表
は
統
計
以
外
の

目
的
に
絶
対
使
用
さ
れ
る
こ
と
は

身体障害者巡回相談開催

まだ身体障害者手帳を持ってい

ない方や、手帳を持っているが、

等級が変ったかなと思われる方は

是非おいでください。当日は、診

断や、健康指導等を行います。

日時 5月17日(柑

午後 l時-4時

百楽荘会場

(7) 
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ιwnwm暗
闇

臨
助
動
え

魚
津
市
体
育
協
会

一文
部
大
臣
表
彰
受
賞
一

一記
念
事
業

一

魚
津
市
体
育
協
会
は
、
こ
の
ほ
ど
、
日

ご
ろ
の
体
育
活
動
に
対
し
社
会
体
育
優

良
団
体
と
し
て
昨
年
の
十
月
十
日
「
体

育
の
日
」
に
文
部
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
受
賞
を
記
念
し

こ
こ
に
次
の
よ
う
に
記
念
事
業
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

マ
記
念
事
業
名

国
際
招
待
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
試
合

ア
メ
リ
カ
男
子
対
日
本
ユ
ニ

パ
l
シ
ャ
l
ド
代
表

マ
日
時
五
月
二
十
七
日
制

午
後
(
時
間
未
定
)

市
総
合
体
育
館

マ
会
場

尚
、
入
場
に
つ
い
て
は
、
有
料
と
い

た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
体
育
協
会
事

務
局
(
市
総
合
体
育
館
内
g
n
|
1
2

6
3
)
ま
た
は
、
市
教
育
委
員
会
体
育

課

(g
n
|
2
2
0
0
内
線
3
1
0
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

砂
受
講
生
募
集
中
。

婦
人
リ
ズ
ム
体
操
ス
ク
ー
ル

マ
日
時
五
月
十
日
、
十
七
日
、
二
十

四
日
、

三
十
一

日、

六
月
七

日
、
十
四
日
、
二
十
一
日
、

二
十
八
日
、
午
前
十
時
よ
り

マ
対
象
一
般
家
庭
婦
人
定
員
三
十
名

マ
会
場
市
総
合
体
育
館

マ
受
講
料
一
、

0
0
0円
(
ス
ポ
|

ツ
傷
害
保
険
料
含
む
)

マ
申
込
み
市
教
委
体
育
課
ま
た
は
総

合
体
育
館
ま
で
。

マ
申
込
み
締
切
り
五
月
十
日
ま
で

親
子
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ス
ク
ー
ル

十
二
日
、
十
九
日
、
二
十
六

日
、
六
月
二
日
、
九
日
、
十

六
日
、
二
十
三
日
、
三
十
日

午
後
二
時
よ
り

小
学
生
と
そ
の
親

十
五
組

市
総
合
体
育
館

一
組
一
、

0
0
0円
(
ス
ポ

ー
ツ
傷
害
保
険
料
含
む
)

マ
申
込
み
市
教
委
体
育
課
ま
た
は
総

合
体
育
館
ま
で

マ
申
込
み
締
切
り
五
月
十
日
ま
で

マ
日
時

マ
対
象

マ
定
員

マ
会
場

マ
会
費

54年度市スポーツ教室開催一覧表

コース Nn 教 室 名 期 間 時間 ~ ス 場 対象者 定員 申込期日 指導者 受講料

婦人リズム体操
f前S(KI毎期m週151木月月明一-1日62)月月 午前 耐f固日量11ま1ま朋0でで1 5 月 6 l 

(前、後期) 10時-12時
総合体育館 一般婦 人 30人 11 FJ 4 岡崎明子 1，∞0円

婦
9月-10月 午前 青年 ・婦人・ 市硬式ァニス協

2 婦人硬式テニス 市営コート 30人 8月30日まで 500円
人 (毎週 日曜日 ) 10時-12時 壮年 ~ 

コ 3 婦人軟式テニス
6月-7月 午前

市営コート
青年・婦人・

30人 5月31日まで
市軟式テニス協

500円
(毎週日曜日) 10時-12時 壮年 izh ス

婦人バドミントン
55年 2月-3月 午後

総合体育館 一般婦 人 30人 2月3日まで
市バドミントン

1，500円4 
(毎週水曜日 ) 7時-9時 協会

ス

5 婦 人 水 泳
6月から 午後

室内温水プール 一般婦人 30人 5月31日まで 市屋指導水内泳治貝水協会プール
1ヵ月

(毎週木曜 日) 3時-4時 1，500円

首後可(t毎知l羽j週71土月月峨~~8日2月月) 午後 自f日臼Si量f)ま』まUUでで1l 7 月 5 l組
親 6 母と子の軽スポーツ 2時-4時

総合体育館 親 子 15車且 1月 10 岡崎明子 1，000円
子

6 月 午後 l組
コ 7 母と子のトランポリン

(毎週土昭 日) 2時-4時
総合体育館 親 子 15車E 5月10日まで 岡崎明子

1，000円

ス 8 母と子の水泳
6月から 午後

室内温水プール 親 子 30組 5月31日まで 指市屋導水内泳温貝水協会プール 21.0ヵ010月幸円Il 
(毎週木曜 日) 4時-5時

9 少 年 野 球 6月-9月
申込者の希

各小学校 小学生
各校

5月31日まで
宮武英男

300円

少
望時間 30人 市野球協会

年 10 ジュニアトランポリン
55年 2月-3月 午後

総合体育館 小 学生 30人 1月30日まで 500円
(毎週金曜 日) 7時-9時

コ

指屋市水導内泳温貝協水会プール11 小学生水泳 (初級)
6月から 午前

室内温水プール 小 学生 30人 5月31日まで
1ヵ月

(毎週日曜日 ) 10時-11時 700円
ス

6月から 午前 指屋市内導水泳温貝水協会プール 1ヵ月12 小学生水泳 (中級)
(毎週日曜日 ) 11時-12時

室内温水プール 小学生 30人 5月31日まで
700円

高骨者骨コスl 13 ゲートポール
6月-7月 午後

吉田グラウンド
35歳以上

50人 6月3日まで 500円
(毎週火曜日 ) 2時-4時 壮年

14 卓 球
10月-11月 午後

総合体育館
少年・青年・

50人 10月4日まで 市卓球協会 1，000円

一
(毎週金曜 日) 7時-9時 婦人・壮年

般 15 ノ〈ドミントン
12月-1月 午後

総合体育館
青年・婦人・

30人 11月30日まで 市協会バドミントン 1，500円
(毎週金曜 日) 7時-9時 壮年

コ

16 ラングラウフスキー
55年 1月 午前 大谷スキー場

全 般 35人 1月10日まで 佐伯邦夫 500円
(毎週日曜日) 9時-12時 周辺

ス
6月-11月

午6後時83時0分30分~ 
総合体育館

17 弓 道
(毎週木曜日 ) 弓道場

高校生以上 30人 6月26日まで 市弓道協会 500円

(8) 

で市教委体育課、又は総合体育館へ申込みください。※参加希望者は、所定の申込
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新

体

育

指

導

委

員

決

ま

る

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
ら
し
く
三
名

増
員
し
、
次
の
よ
う
に
四
十
九
名
の
委

員
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

地
区
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
原
動
力

と
な
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
企
画
、

立
案
、
運
営
、
実
技
指
導
な
ど
を
行
い

ま
す
。
種
々
の
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
相

談
し
た
い
方
は
、
体
育
指
導
委
員
や
市

教
委
体
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

布施西
天 経 道 力日 片 本

上方野
松
上島中 下島中

村 大
地名区

神 回 下 干貨 貝 江 倉 木 町

高 楠 中関 石田 標辻 谷 富 三山 藤j由竹 紙石 石清 水野 折松

行子沢美津魚金

青工北

j頼 田口 川中 島 居 回国 本本田 谷川 橋河 口崎 川本 住盛 山藤野
指

春 昭 春 正 光 邦 文英 良賢 実金 茂 栄 士 昌善孝

校日月 美秀 男功 功 治 勝 4孟 雄雄 子実治 成光 勉雄 毅吉 郎勇 功功 子春{呆 導

木 武

長代谷川道 正比古中山 上研子1主1主l 力藤孝E 

岡石 大 宮若 松 谷 寺

覚大道十 高i子主t 
五中 保岩 員

村生郎
回 崎崎 江 野島 国 口 西

憲井十回
要元
名

克 明敬 幹 正 敬 逸 忠 孝

己 子 治 夫 猛敬 治 夫 雄 一進 三博 49名

.
市
で
は
、
市
民
の
健
康
づ

t
く
り
の
た
め
今
年
は
十
三
校

校
放

学

開

(

十

i
施
設
)
を
夜
間
開
放
し

う
閉
ま
す
c

よ

夜

開

放

校
に
は
、
管
理
指
導

し

設

員
が
お
り
、
利
用
者
の
実
技

ま

施

指

導
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

し

育

い
ま
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け

間
体
多
く
の
皆
さ
ん
が
利
用
さ
れ

手

る

よ

う

望
み
ま
す
。

利
用
者
は
、
各
地
区
体
育
振
興
会
に

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
個
人
や
団
体
申

込
み
も
受
付
け
て
い
ま
す
。
開
放
校
名
、

曜
日
、
管
理
指
導
者
は
次
の
表
の
と
お

り
で
す
。
※
開
放
時
間
:
:
:
十
八
時
1
二
十
一

時。

V
五
月
の
総
合
体
育
館
利
用
日
程

四
日
幽
室
内
温
水
プ
ー
ル
竣
工
式

五
日
出
市
民
剣
道
大
会
(
一
日
大
体
)

室
内
温
水
プ
l
ル
オ
ー
プ
ン

記
念
無
料
開
放
(
六
日

・
二

日
間
)

六
日
岡
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

(
一
日
大
体
)

十
三
日
岡
市
連
青
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
(
一
日
大
体
、
中
体
)

二
十
日
岡
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
(
一
日
大
体
)

二
十
七
日
岡
市
体
育
協
会
文
部
大
臣

表
彰
受
賞
記
念
事
業

日
米
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
(
一
日
大
体
)

十
日
、
十
七
日
、
二
十
四
日
、
三
十
一
日

婦
人
リ
ズ
ム
体
操
ス
ク

ー
ル
(
午
前
)

十
二
、
十
九
日
、
二
十
六
日

親
子
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ス

ク
ー
ル
(
午
後
)

休
館
日
四
日
、
七
日
、
八
日
、
十
四

日
、
二
十
一
日
、
二
十
八
日

五
月
の
歩
-
で
つ
会
の

変
更
の
お
知
ら
せ

広
報
う
お
づ
四
月
号
で
、
六
日

角
川
ダ
ム
方
面
と
な
っ
て
お
り
ま
一

し
た
が
、
島
尻
方
面
に
変
更
と
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
五
月
の
歩
-
}
う
会

五
月
の
歩
こ
う
会
は
、
六
日
島
尻
方

面
へ
行
き
ま
す
。
電
鉄
魚
津
駅
午
前
八

時
、
黒
沢
行
パ
ス
に
て
出
発
。
黒
沢
で

下
車
し
、
東
城
|
島
尻
ま
で
歩
き
、
帰

り
は
パ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
(
当
日
、
山

菜
採
り
を
行
い
ま
す
)

参
加
者
は
、
午
前
七
時
五
十
分
ま
で

電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

中
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

V
六
月
の
歩
-
-
う
会

六
月
の
歩
こ
う
会
は
、
三
日
角
川
ダ

ム
方
面
へ
行
き
ま
す
。
電
鉄
魚
津
駅
午

前
八
時
三
十
分
鹿
熊
行
パ
ス
に
て
出
発
。

鹿
熊
で
下
車
し
、
松
倉
域
社
|
角
川
ダ

ム
ま
で
歩
き
、
帰
り
は
パ
ス
を
利
用
し

ま
す
。参
加
者
は
、
午
前
八
時
二
十
分
ま
で

電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

中
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

学校体育施設開放校と管理指導員一覧

よま( 開 催 日程 日

西 (必 ヤ同 (柑 幽 (:l:) 

音11 宮坂公夫 長田 信子 保要孝三 増垣 勇 芝…，. 7ーじ 博
中 (パド・卓他) (婦人パレ ) (パド他全般) (パレ他1 2月!~テニス) (卓 ・パド)

部西中グ ラウンド

(刈 ヤト守 (柑 幽 臼才

南部辰巳 油本実 稲盛嘉男 下村賢明 南部辰巳
(サ・ラ) (ソ) (野球) (ソ) ソ・サ)

村 (i-l) (刈 や，}¥) (柑 幽

木 棚橋正 富 金(卓盛功 金森清一 行沢美津子 大沢武雄
(体 ・体 -パド) (パレ) (体・剣・鉢) (パレ)

昔cコZ (刈 か}¥) t柑 幽 仕)

r.s居静!，ijc雄 野村松夫 小坂明 野村昌徳 大崎満男
石(崎ノ〈 治
レ) (パド・ 卓) (パレ) {ポ青ー年ツ間デ.ー帽入}金ス 〈ド・卓)

IEI 講 第 H村ω 第 2附ω 第 3や，}¥)仕) 第 4附ω 第 5附仕)

天科小I盆 関口正志 関口孝謙 沢田陽子 関口孝謙 沢田陽子
(パレ) (パレ) (卓) (パレ) (卓)

f主 (r!) (柑 (柑 仕)

司Eコi
松大(男道本子 十党 高(女木子美ノ喜子 松本勇 (寺綾子西軽ス敏ポー雄ツ)忠イ呆
ノ〈レ) 〈レ) (卓 ・パド)

上 (月) やtQ ω 
野 宮坂忠彦 広回正 一 日企反 t尚男

方
絵図敬 二 紙谷英・!:J，成) 石(一川般開金放光) (パレ) (ノ〈ド

大 (刈 材。 ω 
町 開保津昭彦 北野孝保 永谷 勇

(卓・パス) (卓・パド) (パレ)

道 (刈 付命 仕)

下 本元幸俊 標i松倉 幸 雄X)J 
朝野隆芳
小路英 子

(パ ・卓) ド ~1 ・レ ) (パレ・阜・レ)

布施西
(刈 件9 幽

大森憲一 高瀬春枝 (畠卓山・ 敏一
(パド・卓) (パレ) ノ〈ド)

上島中
(刈 (柑 仕)

水口毅 寺西忠雄
川上昭

(卓・パド) (卓・パド・空)川(崎ノ〈レ京)子

栓 (火) 制 仕)

回 石川光男 長谷川レ道)代 体(中~力・村パづ 畠 祥
ノl、 (卓 ・パド) くド・り空)・

Tl'- (必 仕)

7 竪子 清河茂雄 島沢友造
(卓・パド) (パレ)

松 (刈 仕) / 
谷口逸失 谷口逸夫勉

十
念
石僑勉 石橋
{卓・パド.~づ刊 ) (パレ ・主主)

片 (刈 仕)

ニ 弁・芳孝その盛治他
伊藤甚宰!1J 

(若パド林・卓 ) 
山本

貝 (パレ)

※(体)体操(パレ)バレーポール (パド)バドミントン (パス)パスケッドポ
ール (ソ)ソフトポール (株)体遺 (レ)レクリェション (空)空手
(卓)卓球 (ラ)ラグビー

(9) 
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-
H
J

サ
/
¥
、
下
、
y
¥
/
/

免
除
さ
れ
る
と
将
来
、
つ
け

孔

汀

汁

J
f
h
f
q
)

る
老
令
(
通
算
)
年
金
は
、

a

ょ・
F
d
h
u
-
ィ
¥
d
v

免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て

上
回
F
"
E
E幽

F
・
・
冒
白
川
・
・
-
'

だ
け
三
分
の
一
に
な
り
ま
す

a
a
-
l
l
l
a
-
‘

ー

ー

ー

が
、
他
の
障
害
や
母
子
な
ど

の
年
金
に
つ
い
て
は
、
納
め
た
人
と
同

様
に
権
利
が
つ
き
ま
す
の
で
、
市
の
国

民
年
金
係
へ
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。な
お
、
免
除
を
う
け
た
期
間
は
、
十

年
以
内
で
あ
れ
ば
そ
の
当
時
の
保
険
料

の
額
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
(
宮
内

線
2
1
7
)

へ
ど
う
ぞ
。

保
険
料
の
免
除
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
今
年
の
四

月
か
ら
月
額
三
、
三

O
O円
に
な
り
ま

し
た
。国
民
年
金
は
、
他
の
年
金
に
加
入
し

て
い
な
い
方
々
が
加
入
す
る
年
金
で
す

の
で
、
中
に
は
収
入
が
少
な
く
月
々
の

保
険
料
を
納
め
に
く
い
方
も
あ
る
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
国
民
年
金
に
は

保
険
料
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
を
う
け
ら
れ
る
方
は
、

O
失
業
を
し
て
所
得
が
な
い
。

O
火
災
な
ど
で
大
き
な
被
害
を
、
つ
け
た
。

o
家
計
が
苦
し
い
:

な
ど
の
事
情
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
難
し
い
方
で
す
。

免
除
を
う
け
る
た
め
に
は
、
免
除
申

請
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
七
月
末
ま
で
手
続
き
を
と
れ
ば

四
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
さ
れ
ま

す
。
手
続
き
に
は
ハ
ン
コ
が
必
要
で
す
。

¥冶

魚津社会保険事務所が
移転します.グ

国
民
年
金
の
障
害
、
母
子
(
準

母
子
)
遺
児
、
色
野
婦
年
金
を
受

け
て
お
い
で
の
方
へ

国
民
年
金
の
障
害
、
母
子
(
準
母
子
)
、

遺
児
、
寡
婦
年
金
を
受
け
て
お
い
で
の

方
は
、
こ
れ
か
ら
も
引
続
き
年
金
を
受

け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、

毎
年
一
回

「
国
民
年
金
受
給
権
者
現
況

届」

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
現
況
届
の
用
紙
は
、
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
、
三
月
支
払
の
通
知
書
と
一
緒

に
お
手
許
に
送
付
済
で
す
。

現
況
届
の
証
明
は
、
五
月
一
日
か
ら

かねてから新築工事ガ行われていた魚津社会保険事務

所は、このほど完成いだしましだ。新庁舌は、魚津市本

江1683の7(旧魚津保健所あと〉です。
新庁告での業務開始は、 5月26日(土曜日)です。

なお、移転は、 5月24日と5月25日の雨日に行われる
ので、ご用の方はなるべくこの日を避けてください。

電話番号は従来どおりで変更はありませんが、次のと

おりです。

国民年金業務課

庶務課

業務課

徴収課

(0765) 24 -1494 
(0765) 24 -1252 
(0765) 24 -1464 
(0765) 24 -1460 

五
月
三
十
一
日
ま
で
の
問
に
、
現
況
届

と
印
鑑
を
も
っ
て
、
市
役
所
の
市
民
課

窓
口
へ
お
い
で
に
な
れ
ば
で
き
ま
す
。

現
況
届
の
用
紙
を
紛
失
し
た
り
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

役
所
の
国
民
年
金
係
(
市
役
所
内
線
2

1
7
番
)
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
・
・
・

納
め
忘
れ
は
な
い
か
、
今

一
度
確
か
め
て
く
だ
さ
い

五
十
四
年
度
の
納
付
書
が
発
行
…

さ
れ
ま
し
た
が
、
五
十
三
年
度
分

の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
今
一
度
た

し
か
め
て
く
だ
さ
い

国道8号線

友
道

←富山寸 |↓至大谷

あ
な
た
の
年
金
は
も
う

大
丈
夫
で
す
か
・
..... 

特
例
納
付
制
度
実
施
中

。。

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
加
入
し
な
か
っ
た
人
、
あ
る

い
は
加
入
し
て
い
た
が
保
険
料
を
納
め

忘
れ
て
い
た
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

い
ま
、
国
民
年
金
で
は
過
去
に
納
め

忘
れ
て
い
た
保
険
料
を
特
例
的
に
納
め

ら
れ
る
特
例
納
付
制
度
を
実
施
中
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
当
然
加
入
す
べ
き
で
あ

っ
た
期
間
で
、
未
納
と
な
っ
て
い
る
月

に
つ
い
て
、

一
か
月
に
つ
き
四
、
0
0

0
円
を
納
め
、
将
来
の
年
金
権
が
確
保

で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
、
昭
和
五

十
五
年
六
月
三
十
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま

す。
も
う
す
で
に
特
例
納
付
を
利
用
し
、

年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
方

も
お
い
で
で
す
。

あ
な
た
も
、
こ
の
制
度
で
自
分
の
年

金
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
所
の
開
設

毎
月
第
三
木
曜
日
に

|
|
午
前
十
時
1
午
後
四
時
|
|

「
ね
ん
き
ん
は
、
む
ず
か
し
い
」
、
そ

ん
な
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

日
ご
ろ
、
み
な
さ
ん
が
思
っ
て
お
ら

れ
る
疑
問
や
、
自
分
の
年
金
に
対
す
る

不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
、
四
月
か
ら

毎
月
第
三
木
曜
日
に
市
民
相
談
室
で
相

談
所
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
の

相
談
日
は
、
十
七
日
で
す
。
せ
い
ぜ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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も
め
た
a
た

ι

)

画
書
会
民
側

.~\ i葉市下材木町3975- 1
ft22-0462 

開館時間
9時30分-18時
こどものへや
13時-17時

土目指日 9時30分ー16時

休館日
日BM.月末・祝日
秋JUI10日1111

期
べ
心
・
本
は
そ
の
翼
:
:
:
②

子
ど
も
と
本
の
出
合
い

子
ど
も
は
、
本
の
楽
し
さ
を
幼
児
期

に
発
見
し
ま
す
。

0
歳
児
の
絵
本
へ
の
関
心
は
、
他
の

お
も
ち
ゃ
と
同
じ
で
、
形

・
手
ざ
わ
り

な
ど
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

は
じ
め
は
、
し
ゃ
ぶ
っ
て
み
た
り
投

げ
て
み
た
り
す
る
絵
本
で
す
が
、
い
つ

の
間
に
か
、
本
と
子
ど
も
の
お
つ
き
あ

い
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
子
ど
も
が
は
じ
め
て
で
あ
う
本
」
「
松

谷
み
よ
子
赤
ち
ゃ
ん
の
本
」
「
い
や
だ
い

や
だ
の
本
」
「
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
絵
本
」

な

ど
の
シ
リ
ー
ズ
も
の
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の

た
め
の
本
で
す
。

こ
の
本
は
、
大
き
さ
も
重
さ
も
、
赤

ち
ゃ
ん
に
あ
わ
せ
た
小
さ
い
本
で
す
。

一一

・
三
歳
に
な
り
、
自
己
主
張
を
す

る
よ
う
に
な
る
と
、
よ
く
ひ
と
り
で
、

じ
っ
と
物
を
見
た
り
、
考
え
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
の
子
ど
も
は
、
や
わ
ら
か

く
み
ず
み
ず
し
い
感
覚
を
も
っ
て
い
ま

す。
「
し
ろ
い
う
さ
ぎ
く
ろ
い
う
さ
ぎ
」

「
は
じ
め
て
の
お
る
す
ば
ん
」
「
ゆ
き
ご
ん

の
お
く
り
も
の
」

に
子
ど
も
は
、
素
直

に
感
動
す
る
で
し
ょ
う
。

四

・
五
歳
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
毎

日
毎
日
は
、
新
し
い
も
の
の
発
見
と
冒

険
の
連
続
で
す
。

「
い
や
い
や
え
ん
」

で
は
、
自
分
と
そ

っ
く
り
の
子
が
本
の
中
で
同
じ
こ
と
を

し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
共
感
し
ま
す
。

「
ひ
と
ま
ね
-
-
ざ
る
」

の
ジ
ョ
ー
ジ
は

動
物
園
を
に
げ
だ
し
、
何
で
も
人
間
の

す
る
こ
と
を
ま
ね
て
は
失
敗
し
ま
す
。

こ
の
知
り
た
が
り
ゃ
で
何
で
も
ま
ね

て
み
た
い
心
理
は
、
子
ど
も
の
心
そ
の

も
の
で
す
。
子
ど
も
は
こ
の
ジ
ョ
ー
ジ

に
自
分
を
発
見
す
る
で
し
ょ
う
。

本
の
楽
し
み
を
知
る
に
は
順
序
が
あ

り
ま
す
。

幼
児
期
か
ら
順
を
お
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
に
子
ど
も
の
心
に
訴
え
か
け

る
本
を
、
手
の
と
ど
く
と
こ
ろ
に
お
い

て
や
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

絵
本
は
、
子
ど
も
が
読
書
生
活
に
入

っ
て
い
く
上
で
、
非
常
に
た
い
せ
つ
な

役
割
を
は
た
し
ま
す
。

こ
こ
に
、
世
界
各
国
の
絵
本
賞
の
受

賞
作
品
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

O

コ
ル
デ
ッ
ト
賞
(
ア
メ
リ
カ
)

「
ア
ン
デ
ィ
と
ラ
イ
オ
ン
」
「
げ
ん
き
な
マ

ド
レ

l
ヌ
」
「
ゆ
き
の
ひ
」
「
ち
い
さ
い
お

う
ち
」
「
ひ
と
あ
し
ひ
と
あ
し
」

0
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞

「
ラ
イ
ル
は
に
ん
き
も
の
」
「
へ
び
の
ク
リ

ク
タ
l
」
「
ロ
パ
の
シ
ル
ベ
ス
タ
!
と
ま

ほ
う
の
-
』
い
し
」

O
ケ
|
ト

・
グ
リ
l
ナ
ウ
ェ

l
賞
(
イ

ギ
リ
ス
)

「
さ
む
が
り
や
の
サ
ン
タ
」
「
ジ
ョ
セ
フ
の

に
わ
」

O
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
賞
(
イ
タ
リ
ア
)

「
な
つ
の
あ
さ
」
「
こ
と
り
の
く
る
日
」

O
最
優
秀
イ
ラ
ス
ト
レ

l
テ
ッ
ド

・
ブ

ツ
ク
ス

(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
)

「
-
-
ね
-
-
の
ぴ
っ
ち
」
っ
ハ
パ

l
ル
の
は
く

ら
ん
か
い
」
「
A
B
C
の
本
」
「
す
て
き
な

三
に
ん
ぐ
み
」
「
あ
お
く
ん
と
き
い
ろ
ち

ゃ
ん
」
「
な
ん
に
か
わ
る
か
な
?
」

受
賞
作
品
の
ほ
か
に
も
、
す
ぐ
れ
た

絵
本
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
の
は
、
図
書
館
の

本
の
ご
く
一
部
で
す
。

一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
は
、
こ
ど
も

の
読
書
週
間
で
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
三
冊
二
週
間
借
り
れ
ま
す
。

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
。

5
月
の
お
し
ら
せ

7
国
側
ク
イ
ズ
に
挑
戦
/

み
ん
な
が
よ
く
知
っ
て
い
る

本
の
題
名
あ
て
ク
イ
ズ
。

さ
あ
、
い
く
つ
わ
か
る
か
な
。

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
こ
ど
も

の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

本
を
よ
む
子
ど
も
大
会

の
お
し
ら
せ

本
と
子
ど
も
を
結
ぶ
た
め
の
子
ど

も
の
つ
ど
い
で
す
。
(
無
料
)

5
月
刊
日

ω

ご
ご

1
じ
叩
ぷ
ん
l

魚
津
市
民
会
館

3
階
大
ホ
ー
ル

O
と
き

O
と
こ
ろ

O
プ
ロ
グ
ラ
ム

か
げ
絵

・
紙
芝
居

・
腹
話
術

本
の
紹
介

・
人
形
劇
な
ど
。

〈
日
曜
開
館
の
お
し
ら
せ
》

O
第
二
日
曜
日
五
月
十
三
日

O
第
二
日
曜
日
六
月
九
日

な
お
、
翌
日
の
月
曜
日
は
休
館
し
ま

す。

〈
川
柳
教
室
〉

o
期
日
五
月
九
日
附

午
後

一
時
三
十
分
1

図
書
館

「
朔
ぶ
」
「
ア
ス
フ
ャ
ル
ト
」

O
会
場

0
課
題

ワ
ラ
ビ
の

じ
よ
う
ず
な
保
存
法

ワ
ラ
ビ
は
一
度
に
た
く
さ
ん
食
べ
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
簡
単
に
で
き
る
保
存
法

が
あ
り
ま
す
。

採
っ
た
ワ
ラ
ビ
を
そ
ろ
え
て
束
に
し
、

洗
っ
て
塩
を
た
っ
ぷ
り
つ
け
て
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
ま
す
。

袋
の
空
気
を
抜
い
て
密
封
し
、
と
き

ど
き
も
む
と
、
三
時
間
ほ
ど
で
水
が
出

て
、
ワ
ラ
ビ
は
三
分
の
一
ぐ
ら
い
の
量

に
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
清
潔
な
広
口
瓶
に
入
れ
、
ふ

た
を
し
て
冷
暗
所
に
保
存
し
ま
す
。

食
べ
る
と
き
は
、
ワ
ラ
ビ
を
水
に
浸

し
て
塩
抜
き
し
、
灰
で
あ
く
抜
き
を
し

て
使
い
ま
す
。

い
つ
も
採
り
た
て
と
変
わ
ら
ぬ
お
い

し
さ
で
す
。

〈
図
書
館
の
資
料
よ
り
〉

。1)
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fJ 

5
月
j
6
月

V
乳
児
検
診

1 月6 24月5 10月5 4 月5 月

幽日 闘日 b日村 幽白 日

分1時103午前時8 0 
1 午後時1 : 1 午後時1 : 

分1時30午前時38 0 

，イ時J間a寸ι 医.

時2 時2 

8 

ー) になた人勺でに2月392周まR54カ児R 3 ( に)なた人勺にカで月3月13園520か児月3 
8 女寸

力児月、 カ児月‘ 
象

4健戸来斤 f健戸呆斤 f健戸呆斤 健イ所呆
ぷ=合;t

場

月6 6 1月5 6 月5 2 月

例日。付日。制日 日

時2i午f時S1 K 時2i午f時1 重2時2l午後時1 : 
pイ時J階sサιー

lなる人こにてま'日l l lな人るこlてまこ1臼l 6 にな人るtでまこ日l l 女寸

紋31日5 歳33日1 歳31日5 象

4憧予呆氏 イ住戸呆斤l! ィ蝕戸;斤長
会

士~i

V
住
民
検
診
日
程

月日6 2月日5 5 月日5 7 
月

8 日 日8 日8 B l 日1 3日0 2日9 2日5 1日8 1日8 1日7 1日5 1日1 B S 日

品BZ 時3h3分午後時1 2 0 115  罫晶山午崎君宇主分161草午自分 時品午曹話分 主時。事品 時3S却午時分芋話分A4富分誓F ii 品S曹午千時 霊分2午草分後 却時分i時3分4千F 0 崎235室午141 長島分;4草分千F 品3分Sゆ午品3分後0 
時

!瑚

民館 空函 自官宮民，岡am t 、、
百

館公民 大寺新泌 館 高公民 自古縁川，sR a 、 民量官 長'FdAI F al • 
I飽乏き酋 ，毛滋淑j 、 銀勧立 宅石事勝111 宅 I本図E 査官事公民

議
T議仏~f 方日 館 労勤者会

市

窓劫会喧阜 lll: 
荘 ioJr 

蛇凹 葺づ制k怯 1:.¥ 111 施11¥、長F引f !車日忌会.寺'1Il 11 、区 I本E 区田JM4眠T J l問弔
石車 江2』北中 関仏仏白又3隼凪E124住11EE中宿区A陸毛膏毛青 E 下製Z社自己 宅記在駅町理? 県i.Il 結

2 大『尺‘2 

E本江FEI ; 

石新 3 本鑑 aaE 宵色 上村本胸 高白迦事，"輸s 

夜Iill 

2 5 
2 

iJt布 i鬼t 下道 北 12町直 R一1 御 iJJ 

⑧
H
結
核
検
診
に
併
せ
て
、
成
人
病
検

診
を
行
い
ま
す
。

V
成
人
病
教
室

マ
五
月
二
十
五
日
幽
午
後

一
時
i
四
時

マ
場
所
H
道
下
公
民
館

マ
内
容
H
「成
人
病
を
防
ぐ
暮
し
方
」

講
義
及
び
ス
ラ
イ
ド
(保
健
婦
)

高
血
圧
食
の
実
習
と
試
食
(栄
養
士
)

エ
プ
ロ
ン
と
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
(
費
用
無
料
)

V
成
人
病
相
談

マ
五
月
十
日
肘
五
月
十
七
日
附
い
ず
れ

も
午
後

一
時
1
二
時
。

⑫@@@@  

マ
場
所
H
市
庁
舎
保
健
室
(
一

階
正
面

向
っ
て
右
端
)

マ
内
容
H
医
師
に
よ
る
診
察

・
心
電
図

血
圧
測
定

・
検
尿

・
保
健
指
導

マ
検
査
料
H
無
料

※
希
望
者
は

一
週
間
前
ま
で
に
、
市
生

活
環
境
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い。

V
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

マ
五
月
八
日

ω
西
布
施
公
民
館

O
午
前
十
時
i
午
後
三
時

O
成
人
病
食
調
理
実
習
、
映
画
、
健
康

相
談
、
健
康
体
操

マ
五
月
十
九
日
間
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー

(松
倉
)

O
健
康
相
談
、

健
康
体
操

@@  ⑧ ⑧⑫  

V
胃
検
診

A. 
= 

場

西
布
施
公
民
館

マ
受
付
日
午
前
九
時
i
十
時

マ
料
金
日
八

O
O
円

@
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、
た

ば
こ
、
水
な
ど

一
切
百
し
上
が
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

V
婦
人
検
診A. = 

場

西
布
施
公
民
館

マ
受
付
H
午
後

一
時
i
二
時

マ
料
金
H
六
五

O
円

マ
当
日
併
せ
て
乳
が
ん
検
診
も
希
望

さ
れ
る
方
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
料

金
日
七
五
O
円
で
す
。

マ一

年
に

一
回
は
、
が
ん
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う

V
百
楽
荘
に
お
け
る
老
人
健
康

相
談

マ
五
月
九
日
附
午
前
十
時
三
十
分
1
十

二
時

0
内
容
H
健
康
体
操

(市
体
育
苧
退
頁
)

・
個
別
相
談

マ
五
月
二
十
二
日

ω午
前
十
時
三
十
分

ー
十
二
時

0
内
容
H
医
師
に
よ
る
個
別
相
談

・
体

操
V
母
親
学
級

(B
コ
ー
ス
)

マ
五
月
十
八
日

ω

マ
時
間
H
午
前
九
時
三
十
分
i
午
後
三

時
三
十
分

(時
間
励
行
)

マ
場
所
H
魚
津
保
健
所
講
堂

マ
対
象
H
妊
娠
し
て
い
る
人
、
又
は
家
族

マ
今
月
の
内
容

O
映
画
H
お
産
後
の
健
康
、
家
族
計
画

。
歯
の
衛
生

0
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養

O
妊
婦
の
栄
養
診
断

0
分
娩
の
生
理
(
医
師
)

0
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育

映
画
、
休
浴
、
衣
類
、
あ
つ
か
い
方

マ
畳
食
、
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

マ
産
休
に
入
っ
て
い
る
方
は
、
是
非
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

V
上
半
期
生
ワ
ク

投
与

マ
該
当
者

(
ポ
リ
オ
)

(12) 

第
二
回

魚
津
市
民
手
話

教
室
の
開
催

市
民
の
み
な
さ
ん
に
手
話
に
対

す
る
認
識
を
広
め
、
少
し
で
も
聴

覚
障
害
者
と
の
交
流
の
場
が
持
て

る
よ
う
に
、
市
民
手
話
教
室
を
、

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

』
司
市
民
会
館
で
の
手
話
サ
ー
ク
ル

/
 

ヘ

マ
期
間
六
月
六
日

1
七
月
四
日

毎
週
水
曜
日

マ
時
間
六
時
三
十
分
i
八
時

マ
会

場

市

民

会

館

マ

定

員

五

十

名

マ
受
講
料
無
料

マ
指
導
手
話
サ
ー
ク
ル
。
た

ん
ぽ
ぽ
。

申
込
み
は
、
市
役
所
社
会
福
祉

課
福
祉
係

(g
n
|
2
2
0
0
内

線
2
2
0
)
ま
で
。
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ヘ(初
回
目
)
H
五

十

三

年

七

月

一

日

生

れ

問

い

合

わ

せ

く
だ
さ
い
。

i
五
十
四
年
一
月
三
十
一
日
生
れ
。

V
麻
し
ん
(
ハ
シ
カ
)
の
予
防

(
一
面
目
)
H
五
十
三
年
二
月
一
日
生
れ

接
種
は
個
別
接
種
で
実
施
。

i
五

十

三

年

六

月

三

十

日

生

れ

。

ハ

シ

カ

の

予

防

接

種

は

、

こ

れ

ま

で

任

(
そ
の
他
)
H
五
十
年
六
月
一
日
生
れ
j

意
の
個
別
接
種
で
し
た
が
、
予
防
接
種

五

十

三

年

一

月

三

十

一

日

ま

で

に

生

れ

法

施

行

令

の

改

正

で

、
予
防
接
種
が
義

た
人
で
、
ま
だ
二
回
飲
ん
で
い
な
い
人
。

務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
魚
津
市
で

マ

投

与

す

る

時

の

注

意

は

、
市
内
の
か
か
り
つ
け
の
医
師
で
実

ω発
熱
し
て
い
る
人
。

又

は

著

し

い

栄

施

し

て

い

ま

す

。

養
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
。

マ

接
種
対
象
者
H
二
歳
児
を
中
心
に
生

ω心
臓
血
管
系
、
じ

ん

臓

疾

患

又

は

肝

後

十

八

か

月

か

ら

三
十
六
か
月
に
至
る

臓

疾

患

な

ど

の

た

め

に

治

療

を

勧

め

期

間

と

し

ま

す

。

ら
れ
て
い
る
人
。

マ

接
種
時
期
日
体
力
が
消
耗
し
て
い
る

ω接
種

し

よ

う

と

す

る

接

種

液

の

成

分

七

月

、
八
月
を
避
け
て
実
施
し
ま
す
。

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を

呈

す

る

お

そ

マ

申

し

込

み

方

法

H
市
生
活
環
境
課
保

れ
が
あ
る
人
。

健
係
で
、
直
接
予
防
接
種
の
申
し
込
み

ω過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接
種
に
マ
接
種
当
日
、
朝
と
畳
の
体
温
を
計
つ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
り
、
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
て
く
だ
さ
い
。
母
子
手
帳
持
参
。

マ

接
種
料
金
は
無
料
。

る
人
。

マ

予
防
接
種
に
関
す
る
こ
と
は
、
市
生
マ
予
防
接
種
に
関
す
る
こ
と
は
、
市
生

ω接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の
活
環
境
課
保
健
係
(
内
線
2
3
1
)
へ
活
環
境
課
保
健
係
(
内
線
2
3
1
)
ヘ

マA
i
j令
AH
Q-
f

ゃ
!
!
の1
3
2令

i
nns
!
ゆ

〆

弘

定

遊

て

の

ど

て

で

く

戸

の

ィ

戸

d

制

グ

ミ

に

回

べ

量

ん

け

場

だ

中

酒

ル

吋

色

、

.

、

川

介

多

&

喪

主

ら

食

獲

と

か

日藻

ガ

、

と

丈

q

M

俳

ド

舵

還

は

が

を

漁

ほ

に

な

ジ

げ

る

ご

咋

r
s
'
族

側
ダ

で

な

ン

年

も

夏

富

戸

揚

す

タ

サ

9

3
L司
d

込

山

山

一

湾

し

ト

近

ジ

ら

豊

小

空

に

シ

カ

ペ

h
l
巴

魚

一

州

問

機

山

口

フ

ガ

戸

か

の

で

は

キ

:
k

R

内

“

リ

〆

ム
.例

区

富

開

ン

る

大

春

簡

堤

の

タ

イ

メ

ョ

ω

@

)

手

段

附

阪

、

を

ラ

す

な

は

は

波

も

タ

言

レ

ツ

討

一
・4

回

λ

一
物

療

し

合

ブ

達

う

卵

魚

防

い

て

方

ガ

パ

旦

註

』

n'
治

広

一物

、

布

沖

る

に

よ

産

稚

は

さ

れ

の

タ

ン

-

明

A
H
1

鮫

ア

一

w
γ
分

o

い
仰
の

o

だ

に

小

入

魚

べ

W

N

4

内

(

ム

納

豆

グ

「

く

る

入

叩

そ

疋

し

頃

く

を

0

7

ヰ

ゆ
孝

一
-撃
機
立
目
録
仏
わ
認
す
…
…2

7

0

舟

P

マ

~W
A
--
地

獲

に

o

も

く

、

初

る

や

で

ぶ

ロ

コ

』

H
'
h

F
m/
〈

各

漁

然

る

と

な

れ

、

れ

ギ

古

同

ウ

メ

A

一

k
d
U
Mい

-⑨
り
¥

本

で

自

す

と

れ

わ

し

釣

ネ

最

サ

ヤ

話

回

i
，

/

雫

日

網

、

活

少

ら

な

長

ん

は

に

サ

戸

刀

…

選

県

し

生

減

見

行

生

さ

ジ

肴

①

②

ポ

/
〈

T
4浦町
-xv
'vω
n
u
--
M
W
U
A
v
v
o
-
--Gh・U
13

0
百

M
H
U
A
V
JU
V
、
jJnvリ
h
hv
Q
ー
骨
u
b
t料開
υ
叫ハ
V

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

附
下
痢
を
し
て
い
る
人
。

的
麻
し
ん
、
B
C
G
予
防
接
種
後

一
か

月
を
経
過
し
て
い
な
い
人
。

附
そ
の
他、

接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適

当
と
認
め
ら
れ
た
人
。
以
上
の
人
は

接
種
で
き
ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
受
付
時
間
H
各
日
と
も
午
後
一
時
i

二
時
。
マ
場
所
H
市
民
会
館

3月5 1 2月5 4 2月5 3 2月5 2 笑施

臼 日 日
(刈日 門u (;j.;) (村 (Jj¥) 

総ざルつ: 力4nH 本江 村木

し、 上ー
布施西 奇該

天神 経任l
下ill当

J也

上里方T 
吉i主

区

松合
片貝

し
尿
く
み
取
り
料
金

集
金
人
の
ご
案
内

五
十
四
年
度
の
し
尿
く
み
取
り
手
数

料
の
集
金
を
、
次
の
方
に
委
託
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
寺
田
せ
っ
。
高
橋
富
滋
栄

O
村
上

清
作
。
高
瀬
容
子
。
朝
野
松
校
。
山
城

定
一

(O北
野
伶
子
。
法
原
ち
え
子

O
林

正
秋
。
沼
田
藤
代
。
石
川
利
子
。
高
橋

美
恵
子
。
沢
泉
キ
ク
エ
。
浜
住
洋
子
。

油
本
ふ
み

Oム
T局
千
恵
子
。
中
島
尚
子

5
月
の
休
日
診
療
医

。診療時間は、いずれも午

前 9時から午後 5時まてユ

5
月

一4
-
B
1』
E
E
--本
江

バ
ベ
悶

一附
一
浦
田
病
院

一
例

mhE・6
5

3

i
l
-
-
一目

3

2
一
本

江

5
日一

回
一浦
田
病
院

一
計
2
ぺ
3
)
3
L

一
一

-
4
&

ワ
臼
1
i
t

、i
、t
、t

i
-
-
0
一
r
L
S
E
E
-
浜
経
団

6
日
一
同
一
江
幡
医
院

一
刻
説
-
円
〉
〕

3
2

一
ー
-

一室

2
1
1
(
z
:
4

3

1
一
リ
一
品
設
神
経
サ
ナ
ト
一
江
口

l

f
一任
寸
ウ
ム
病
院
一

宮
辺
1
3
4
8
6

0

1
一
力
一
河
内
内
科
一
下
村
木

2

E
一
任
一
病
院
一

宮
辺
1
3
2
1
0

7

1
一
分
一
沢
口
内
科
一
火
の
宮
町

2

E
一任
一医
院

一宮

詑
1
1
7
4
8

6
月

一泊
一沢
口
外
科
一

本

江

3
日

一任
一医
院

g
n
1
1
7
5
7

(3月末現在)口人

200，75km2 

7.9km 

12，860戸
23，913人

25，694人

49，607人

の市

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計

(13) 
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⑧
⑥
⑤
⑫
 

危
険
物
取
扱
者
試
験

な
お
、

く
わ
し
い
こ
と
は
消
防
署
へ
ど

う
ぞ
。

8
M
l
0
2
9
5
 魚
津
市
消
防
署

歴
史
民
俗
資
料
館
へ

千
鶴
氏
「
見
台
」
等
寄
贈

氏

笠お
平信
号缶
よ内

り喜
義E町
{ 太fごの
夫守魚、
で{主
長ー
ら雄

木下

新JUヴイ:*::~; ラ〆ヘノのご、警1す 吟
綴 て敬称略)

高野山真言宗寺族婦人会富山支部

キャラメ lレ60箱

魚津市新角川 1丁目

(洗濯粉3箱
セ ッケン30コ
タオル30本

魚津市駅前新町

初枝

く
愛
用
さ
れ
た
優
雅
な
「
見
台
」
や
「
衣

装
」
等
を
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
寄
贈
さ

れ
、
市
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

教
育
相
談
室
よ
り
お
知
ら
せ

ハンカチ60枚

ケスノンマッ ト9枚

大光寺つみ莱 3kg 

大光寺 2，000円

富山市神通町3丁目のlの11

相ノ木" 

" 
" 

松倉衣料庖

作

吉

一

耕

周

正

カサマツ

崎

崎

倉

城

尾

小

10，000円

20，000 

20，000 

135，000 

113，000 

牛乳81本

砂糖10kg

(14) 

正一魚津市本江

潔 " 経団東町

理事会(新川ヴィーラ)

新川ヴィーラ後援会

村崎信武魚津市浅生

宮川 忠男 " 晴海ヶ丘

中古ステレオ

鴨川 [中古プレヤー
{ふとん
lその他衣類

橋本

浜田

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈〉
相
談
の
内
容

子
ど
も
の
し
つ
け
、
家
庭
内
暴
力
、

気
に
な
る
行
動
、
自
殺
の
お
そ
れ
、
学

校
へ
い
く
の
を
い
や
が
る
な
ど
。

〈〉
相
談
の
対
象

小
・
中
学
生
(
親
だ
け
で
も
、
親
子

同
伴
で
も
い
い
の
で
す
)

〈〉
相
談
の
場
所

魚
津
市
教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
室

。
申
込
み

電
話
は
:
:
:
n
|
2
4
9
5

手
紙
は
:
:
:
魚
津
市
住
吉
二
七

O
一

魚
津
市
教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
室

来
所
の
と
き
は
:
:
:
ま
ず
一
階
所
員

室
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
こ
と
に
つ
い
て
、
心
配
や

不
安
を
も
っ
て
い
る
の
に
、
誰
れ
に
も

話
せ
な
い
、
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
と

一
人
で
悩
ん
で
お
い
で
の
方
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な

ヶ一一一

" 

" 

: らママ津 ママママお

市民会館のおしらせ !義貴義援警勢宗青青青福建議議会長
i願十願 受者九十十十講 日種い物

j 今月は木暮実千代きんのチャリティー観 i書日書 付会時七五四習富 固ま取
はま受 場館か日日日会山六 す扱

劇会が催きれます。各地で素晴しい人気を j消で付 所でら 大月乙 。者

j呼び皆様方にも大いに喜んでいただけるこ!望 。留 県訳語 室主豪 語
とでしょう 。 jに 消ま四 養日四試

あ五防す時 部類験
i 木暮実千代きんは、保護司という立場も iり 月 防 。ま 、 を

ま四災で 丙次
ありますが利益を少しでも社会に還元でき iす 日 課 、 種 の

か予魚 と
i る形で芝居をしてこられました。
きて、木暮実千代さんの芝居は、来る20 l 

i 日午後 1時当会館で上演されることになり i 
j ました。御婦人向きの定評のある演目「花 ( 

の別離」でございますからぜひともご来場 ! 
; くださるようお待ちいたします。 貝 : 

! なお、入場券は市民会館又は百楽荘に置 ; 
; いてあります。 i 

i| 催物名|とき|入場料|主催者 I! 

午後 1時

木暮実千代特別公演 20日 2，500円附木暮 後援-1i 次
「花の所地」 午後 l時 魚津市 ・魚津市!の

社会福祉協議会 i ぉ
人形劇 26日 1，400円 うおずおやこ ' 

「霧と風から聞いた話」午後 6時 劇場 j育
: 本目

! く備考〉止むを得ない事由で期日が変更に !警
なる場合もありますからよろしく !を

i開
i ご了承ください。

高城ミノリ

八倉巻律子

ら
な
い
先
に
、
相
談
室
で
話
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
お
気
が
る
に
ど
う
ぞ
。

相
談
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

あ
な
た
の
人
権
は

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
?

魚
津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
富
山

地
方
法
務
局
魚
津
支
局
で
は
、
次
の
と

お
り
特
設
人
権
相
談
所
を
聞
き
ま
す
か

ら
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
料
は
無

料
で
す
。

と
き
五
月
十
一
日
幽
午
後
一
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

と
こ
ろ
魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ
三
階
催
場

あ
ゆ
投
網
・
て
ん
か
ら
網

県
知
事
許
可
証
の
更
新
申
請

県
知
事
許
可
証
の
更
新
手
続
き
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一
、
申
請
期
間
(
期
間
厳
守
)

五
月
九
日

1
五
月
十
五
日
ま
で

二
、
持
参
す
る
も
の

K、
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印
鑑
、
旧
許
可
証

三
、
申
請
場
所

市
役
所
水
産
課

(
手
続
用
紙
は
水
産
課
に
あ
り
ま
す
)

‘Fあ
ゅ
の
放
流

例
年
度
第
一
次
自
衛
官
募
集

一
、
採
用
目
標
数

二
等
陸
士
:
:
:
三
五
名

二
等
海
士
:
:
:

四

名

二
等
空
士
:
:
:

三
名

一、募
集
期
間

五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
五
十
四

年
六
月
三
十
日
ま
で
。

一、
待
遇
。
特
別
国
家
公
務
員

O
衣
食
住
無
料
支
給

O
初
任
給
八
五
、
八

O
O円

。
ボ
ー
ナ
ス
年
約
五
カ
月

O
各
種
手
当
支
給

O
各
種
技
術
の
修
得
可
能

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
市
役
所
市
民
課

又
は
自
衛
隊
魚
津
募
集
事
務
所
へ

ヘ魚
津
市
上
村
木
野
田
ビ
ル
内
J

f
g
M
|
1
0
3
6

」

内
職
手
編
み
技
術
補
導

教
室
開
催

毛
糸
手
編
み
の
技
術
補
導
教
室
を
次

の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。
受
講
希
望
さ

れ
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

一
、
期
間
五
月
十
六
日
j
八
月

一日

一
、
時
間
午
前
九
時
三
十
分
i
午
後

三
時

一
、
会
場
魚
津
公
民
館

一
、
募
集
人
員
三
十
名

一
、
講
習
内
容
毛
糸
手
編
み
、
製
図

実
習
等

一
、
受
講
料
無
料
、
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
材
料
費
は
本
人
負
担

一
、
携
帯
品

筆
記
用
具
、
棒
針
、

縮

尺
、
物
さ
し
、
毛
糸
、
中

食

一
、
申
込
み
日

五
月
九

・
十
一
日

た
だ
し
定
数
に
な
っ
た
ら

締
め
切
り
ま
す
。

一
、
申
込
み
先
市
役
所
市
民
相
談
室

内
職
相
談
コ
ー
ナ
ー

内
線

(
2
3
8
番
)

窓
口
営
業
時
間
変
更
の

お
知
ら
せ

当
局
の
窓
口
営
業
時
間
を
四
月
十
六

日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で

土
曜
日
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

電
話
に
よ
る
ご
注
文
、
お
問
い
合
せ
は
、

平
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で

土
曜
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
O
時
三
十
分
ま
で

魚
津
電
報
電
話
局

五
十
四
年
度
前
期
技
能

検
定
の
お
知
ら
せ

次
の
要
領
に
よ
っ
て
技
能
検
定
が
行

わ
れ
ま
す
。

。
職
種
造
園

・
製
鋼

・
鋳
鉄
溶
解

・

鋳
造

・
機
械
加
工
・
金
属
プ
レ
ス
加

工

・
鉄
工

・
板
金

・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

陽
極
酸
化
処
理

・
仕
上
げ

・
工
具
研

削

・
ダ
イ
カ
ス
ト

・
電
気
機
器
組
立

て

・
織
機
調
整

・
染
色

・
婦
人
子
供

服
製
造

・
紳
士
服
製
造
・
木
工
機
械

調
整

・
木
型
製
作

・
木
工
・
製
版

・

印
刷

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
・石
工
・

左
官

・
ブ
ロ
ッ
ク
建
築

・
タ
イ
ル
張

り

・
畳
製
作

・
防
水
施
工
(
モ
ル
タ

ル
防
水
工
事
)
床
仕
上
げ
施
工

・
ス

レ
ー
ト
施
工

・
化
学
分
析

・
印
章
彫

刻

・
表
装

・
塗
装

・
広
告
美
術
仕
上

、¥

魚津善意銀行へのこ寄付
(敬称略)

げ
・
写
真

。
受
検
申
請
書
の
受
付
け
五
十
四
年

五
月
一
日
閃
か
ら
五
月
十
一
日
幽
ま

で
。
郵
送
の
場
合
は
五
月
十
一
日
付

け
の
消
印
の
も
の
ま
で
受
付
け
ま
す
。

。
受
検
申
請
書
の
提
出
先
富
山
市
新

富
町
二
丁
目
四
番
二
十
二
号

富
山
県
商
工
会
館
内

富
山
県
技
能
検
定
協
会

。
そ
の
他
申
請
書
の
用
紙
は
、
富
山

県
技
能
検
定
協
会
の
ほ
か
、
最
寄
り

の
商
工
会
議
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
富
山
県
職
業
訓
練
課

又
は
富
山
県
技
能
検
定
協
会

宮

(
0
7
6
4
)
詑

|
9
8
8
3
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
気
配
線
無
料
診
断
の

お
知
ら
せ

五
月
中
に
次
の
地
区
の
無
料
診
断
を

行
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

並
木
町
、
本
江
新
町
、
本
江
元
町
、

本
江
、
友
道
本
町
、
友
道
幸
町
、

古
鹿
熊
、
大
熊
、
虎
谷

く
わ
し
い
こ
と
は
、
次
へ
ど
う
ぞ
。

財
団
法
人
北
陸
電
気
保
安
協
会
富
山
支

部
魚
津
事
務
所
(
新
金
屋
一
丁
目
北
陸
電

力
側
魚
津
営
業
所
内
)g
n
l
1
6
5
5

L
P
ガ
ス
の
保
安
点
検

五
月
中
に
、
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
の
消
費
設
備
の
保
安
点
検
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
魚
津
地
区
・:
新
金
屋
一

・
二
丁
目

松
倉
地
区
・:
虎
谷

・
鉢

・
大
熊

鹿
熊

西
布
施
地
区
:
・
大
沢

・
黒
沢

・

布
施
爪

・
長
引
野

点
検
に
は
、
富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員

が
伺
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

g
M
|
5
3
4
0
 

諏訪町

。。

谷川芳雄湯上 30.000円

橋本正一 本江 30，000 

山腰ノ、ル上村木 50，000 

武限文治新金屋一丁目 200，000 

長引野青年団代表木村春光 5，000 

谷口利夫長引野 5，000 

中島茂松並木町 5，000 

置名 1，003 

;埋没林館 4，523 

匿名 20，000 

広瀬進一横枕 ・ 10，000 

関口政子木下新 10，000 

金江久仁男 本町一丁目 20，000 

北電(楠魚津営業所魚津電力所
新金屋婦人会 23，775 

(捕魚津興産社長山本源之助 50，000 

沢田 ・行沢・小松自転車商会 50，000 

紙谷義孝・究之大海寺野村 9，469 

互名 1，390 

浜住忠雄諏訪町 20，000 

保里せつ新角川二丁目 30，000 

茅野長作 文化町 30，000 

樋渡欣子上村木 30，000 

中島茂松並木町 4，000 

浜住清三諏訪町 20，000 

中村冨喜子 新角川一丁目 20，000 

友田道治新角川二丁目 3，000 

吉崎保代上村木 50，000 

野村与作経団西町 2，000 

松声会代表野住 15，000 

武限文治新金屋一丁目
カラーテレビ l台

中古衣類17点海原トミ子
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その位。ふるさとの文化財

小
菅
沼
城
社

(
武
隈
屋
敷
)

市
指
定

所

在

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日

小
菅
沼

富
山
観
光
パ
ス
松
倉
小
下

車
徒
歩
三
十
分

.=瞬時鴻臨品調暗暗

。。

明
恒
圃
圏

山
上
の
村
、
小
菅
沼
の
突
端
に
あ
っ
広
報
「
う
お
づ
」
第
四

O
二
号
を
お

て
、
後
ろ
に
松
倉
城
を
仰
ぎ
、
前
に
魚
届
け
し
ま
す
。

津
平
野
を
一
望
の
も
と
ぶ
見
お
ろ
す
景
青
葉
若
葉
の
さ
わ
や
か
な
緑
が
目
に

勝
の
地
に
あ
る
の
が
、
武
隈
屋
敷
で
あ
し
み
る
五
月
。
一

年
の
う
ち
で
最
も
過

る
。
今
も
広
大
な
石
垣
に
固
ま
れ
、
舛
ご
し
易
い
季
節
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

形
の
門
構
え
の
武
家
屋
敷
の
よ
う
な
屋

&
山
も
あ
り
海
い
あ
り
自
然
の
恵
み
多
い

敷
跡
が
昔
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
。

“
こ
の
魚
津
で
は
、
家
族
揃
つ
て
の
山
菜

室
町
の
初
期
か
ら
昭
和
の
現
代
ま
で
、

摘
み
や
海
釣
り
・
川
釣
り
も
楽
し
み
の

約
六
百
年
間
連
綿
と
し
て
豪
壮
な
屋
敷

ほ
ひ
と
つ
。
ま
た
気
象
条
件
に
よ
っ
て
今

を
構
え
て
き
た
の
は
、
お
そ
ら
く
魚
津

州
年
も
蛋
気
楼
が
た
び
た
び
現
わ
れ
る
可

で
は
武
隈
家
の
み
で
あ
ろ
う
。
室
町
時
能
性
も
・
:
:
:。

代
は
松
倉
城
主
維
名
氏
代
々
の
家
老
で

時

「
し
ん
き
ろ
う
」
は
海
市

-
M
恥

・
宇

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
は
豪

狩
殿山側

・
か
い
や
ぐ
ら

・
き
つ
ね
だ
な

・

農
郷
土
と
し
之
家
門
の
名
声
を
維
持
し
対
船
な
ど
の
季
語
で
い
づ
れ
も
「
康
保

て
き
た
。
武
隈
家
系
図
に
よ
れ
ば
、
は

一
楼
」
の
別
名
で
あ
る
。

じ
め
相
模
に
住
ん
で
い
た
の
が
椎
名
氏
日
本
で
H

し
ん
き
ろ
う
。
の
名
所
は

の
家
臣
と
し
て
松
倉
へ
来
た
の
で
あ
ろ
富
山
湾
の
魚
津
市
。
と
歳
時
記
に
あ
る
。

う
か
。
椎
名
が
松
倉
城
主
と
な
っ
た
こ
新
聞
な
ど
で
た
び
た
び
紹
介
さ
れ
て
、

ろ
、
三
代
武
隈
元
長
の
時
か
ら
こ
の
地
魚
津
の
し
ん
き
ろ
う
も
す
っ
か
り
有
名

に
住
み
着
い
て
、
後
天
正
の
は
じ
め
椎
に
な
り
ま
し
た
が
ま
だ
実
際
に
見
た
事

名
氏
が
滅
び
、
十
三
代
武
隈
元
道
の
こ

一
の
な
い
方
が
多
い
の
で
は
?
:
:
:

ろ
か
ら
郷
土
と
な
り
、

小
菅
沼
の
大
地

蝿

新
し
い
発
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
編

主
と
し
て
生
活
し
て
今
に
至
っ
た
が
そ
集
部
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

の
家
系
は
最
近
東
京
に
転
住
し
て
屋
敷
魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
十
番
一
号

も
荒
れ
、
墓
所
の
み
が
昔
の
面
影
を
伝
魚
津
市
企
画
広
報
室
広
聴
係

え
て
い
る
。

宮
内
線
2
3
8
番

印刷/魚津臼刷株式会社


